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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信システムにおいて設定可能なパイロッ
トを送信するための技術を提供する。
【解決手段】送信のためのパイロットの配置は、リソー
スの割り当てに基づいて決定される。パイロットの異な
る配置は、リソースの異なる割り当てのために使用され
、割り当ては、１以上のフレーム、１以上のＨ－ＡＲＱ
インターレースのためのものである。各フレームまたは
Ｈ－ＡＲＱインターレースにおけるパイロットの配置は
、先のフレームまたはＨ－ＡＲＱインターレースにおけ
るパイロットの配置に基づいて決定される。パイロット
は、パイロットの配置によって決定される時間および周
波数位置において送られ、各パイロットは、１以上のシ
ンボル周期における１以上のサブキャリア上を送られる
。パイロットは、ＴＤＭパイロット、ＩＦＤＭＡ、ＬＦ
ＤＭＡ、ＥＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡまたは幾つかの他の多
重化スキームを使用して送られる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのプロセッサと、該少なくとも一つのプロセッサに結合されたメモリー
とを具備した装置であって、前記プロセッサは、
　無線通信システムにおける送信のためにリソースの割り当てを決定するように構成され
、
　またリソースの割り当てに基づいてパイロットを選択し、ここでは、リソースの異なる
割り当てのために異なるパイロット配置が使用されるように構成される装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、前記割り当ては少なくとも一つのフレームを含んでな
り、各フレームは予め定められた持続時間に亘っている装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、もしあれば少な
くとも一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置に基づいて、各フ
レームにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定することによって選択するよう
に構成される装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、もしあれば少な
くとも一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットについて使用された少な
くとも一つのシンボル周期に基づいて、各フレームにおける少なくとも一つのパイロット
について使用するための少なくとも一つのシンボル周期を決定するように構成される装置
。
【請求項５】
　請求項２に記載の装置であって、前記パイロットは、前記少なくとも一つのフレームに
亘って均一に配置される装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置であって、前記割り当ては、少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインタ
ーレースについてのものであり、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインターレースの各々における少なくとも一つのパイ
ロットの配置を決定するように構成される装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の装置であって、前記各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける前記少なく
とも一つのパイロットの配置は、前記割り当てにおけるＨ－ＡＲＱインターレースの数に
基づいて決定される装置。
【請求項８】
　請求項６に記載の装置であって、前記各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける前記少なく
とも一つのパイロットの配置は、もしあれば先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおける
少なくとも一つのパイロットの配置に基づいて決定される装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の装置であって、異なるパイロットパターンはリソースの異なる割り当
てに関連しており、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記リソースの割り当てに基づいてパイロットについて使用するための少なくとも一つ
のパイロットパターンを決定するように構成される装置。
【請求項１０】
　請求項２に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　もしあれば先のフレームについてのパイロットパターンに基づいて、各フレームについ
て使用するためのパイロットパターンを決定するように構成される装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロッ
トを含んでなり、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
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　リソースの割り当てに基づいてＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するように構成さ
れる装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記パイロットの配置により決定された時間および周波数位置において、前記パイロッ
トを送るように構成される装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記パイロットの配置により決定された時間および周波数位置から前記パイロットを受
信するように構成される装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の装置であって、前記パイロットは、インターリーブ周波数分割多重ア
クセス（ＩＦＤＭＡ）を使用して送られる装置。
【請求項１５】
　請求項１に記載の装置であって、前記パイロットは、単一キャリア周波数分割多重アク
セス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用して
送られる装置。
【請求項１６】
　請求項１に記載の装置であって、前記リソースの割り当てが静的であり、全体の送信の
ために使用される装置。
【請求項１７】
　請求項１に記載の装置であって、前記リソースの割り当てが動的であり、送信の間に変
化し得る装置。
【請求項１８】
　無線通信システムにおける送信のためのリソースの割り当てを決定することと；
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を選択することを含んでなる方法であ
って、
　リソースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用される方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法であって、前記割り当ては少なくとも一つのフレームを含んで
なり、前記選択することは、
　もしあれば少なくとも一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置
に基づいて、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定することを含
んでなる方法。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の方法であって、前記割り当ては少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインタ
ーレースを含んでなり、また前記選択することは、
　もしあれば先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおけるにおける少なくとも一つのパイ
ロットの配置に基づいて、各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイロ
ットの配置を決定することを含んでなる方法。
【請求項２１】
　請求項１８に記載の方法であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロ
ットを含んでなり、また前記選択することは、
　前記リソースの割り当てに基づいて、前記ＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するこ
とを含んでなる方法。
【請求項２２】
　請求項１８に記載の装置であって、前記パイロットは、単一キャリア周波数分割多重ア
クセス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用し
て送られる方法。
【請求項２３】
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　無線通信システムにおける送信のためにリソースの割り当てを決定するための手段と；
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を決定するための手段であって、リソ
ースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用される手段とを具備してな
る装置。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の装置であって、前記割り当ては、少なくとも一つのフレームを含ん
でなり、また前記選択するための手段は、
　もしあれば少なくとも一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置
に基づいて、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定するための手
段を含んでなる装置。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の装置であって、前記割り当ては、少なくとも一つのＨ－ＡＲＱイン
ターレースを含んでなり、また前記選択するための手段は、
　もしあれば先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイロットの
配置に基づいて、各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイロットの配
置を決定するための手段を含んでなる装置。
【請求項２６】
　請求項２３に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロ
ットを含んでなり、また前記選択するための手段は、
　リソースの割り当てに基づいて、ＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するための手段
を含んでなる装置。
【請求項２７】
　請求項２３に記載の装置であって、前記パイロットは単一キャリア周波数分割多重アク
セス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用して
送られる装置。
【請求項２８】
　プロセッサが読み取り可能な媒体であって、１以上のプロセッサによって実行され得る
命令をその上に含んでおり、該命令は、
　無線通信における送信のためのリソースの割り当てを決定するための命令と；
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を選択するための命令であって、リソ
ースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用される命令とを含んでなる
媒体。
【請求項２９】
　少なくとも一つのプロセッサであって、該プロセッサは、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位置
を決定するように；また、
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理するように構成されたプロセッサと；
　前記少なくとも一つのプロセッサに結合されたメモリーとを具備してなる装置。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロ
ットを含んでなり、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一
つの位置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくと
も一つの位置を決定するように構成される装置。
【請求項３１】
　請求項２９に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　連続するフレームにおける現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信するよう
に構成される装置。
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【請求項３２】
　請求項２９に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　多重Ｈ－ＡＲＱインターレース上の現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信
するように構成される装置。
【請求項３３】
　請求項２９に記載の装置であって、前記チャンネル情報が、チャンネル周波数応答推定
値、チャンネルインパルス応答推定値、受信された信号品質推定値、干渉推定値、または
それらの組合せを含んでなる装置。
【請求項３４】
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位置
を決定することと；
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理することとを含んでなる方法。
【請求項３５】
　請求項３４に記載の方法であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロ
ットを含んでなり、また前記現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくと
も一つの位置を決定することは、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの配置に基づい
て、現在の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置を決
定することを含んでなる方法。
【請求項３６】
　請求項３４に記載の方法であって、更に、
　連続するフレームにおける現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信すること
を含んでなる方法。
【請求項３７】
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの配置を決定するための
手段と；
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理するための手段とを具備してなる装置。
【請求項３８】
　請求項３７に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロ
ットを含んでなり、また前記現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくと
も一つの位置を決定するための手段は、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一
つの位置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくと
も一つの位置を決定するための手段を含んでなる装置。
【請求項３９】
　請求項３７に記載の装置であって：更に、
　連続するフレームにおいて現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信するため
の手段を含んでなる装置。
【請求項４０】
　プロセッサが読み取り可能な媒体であって、１以上のプロセッサによって実行され得る
命令をその上に含んでおり、該命令は、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位置
を決定するための命令と；
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理するための命令とを含んでなる媒体。
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【発明の詳細な説明】
【関連出願の参照】
【０００１】
　本件特許出願は、２００５年８月２２日に提出された「ＩＦＤＭＡシステムにおけるパ
イロットオーバーヘッド低減のための方法」と題する、本願の譲受人に譲渡された米国仮
出願第６０／７１０，４２６号の優先権を主張するものであり、該仮出願の内容を本明細
書の一部として本願に援用する。
【技術分野】
【０００２】
　本件の開示は無線通信に関し、更に特定すれば、無線通信システムにおけるパイロット
送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムにおいて、送信機は、典型的にはトラヒックデータを処理（例えばコ
ード化およびシンボルマップ作成）して、データのための変調シンボルであるデータシン
ボルを発生させる。干渉性のシステムについて、送信機は、データシンボルと共にパイロ
ットシンボルを多重化し、該多重化されたデータおよびパイロットシンボルを処理して変
調信号を発生させ、無線チャンネルを介してこの信号を送信する。無線チャンネルは、こ
の送信された信号をチャンネル応答で歪ませ、更にノイズおよび干渉で該信号を劣化させ
る。
【０００４】
　受信機は、送信された信号を受信し、該受信された信号を処理して、受信されたデータ
およびパイロットシンボルを得る。干渉性データ検出のために、受信機は、受信されたパ
イロットシンボルに基づいて無線チャンネルの応答性を推定し、チャンネル推定値を得る
。次いで、受信機は、該チャンネル推定値を用いて前記受信されたデータシンボルに対し
てデータ検出（例えば等化）を実行し、送信機により送信されたデータシンボルの推定値
であるデータシンボル推定値を得る。次いで、受信機は該データシンボル推定値を処理（
例えば復調およびデコード化）して、デコード化されたデータを得る。
【０００５】
　チャンネル推定値の品質は、データ検出特性に対して大きな影響を有しており、データ
シンボル推定値の品質並びにデコード化されたデータの信頼性に影響する。送信機がより
多くのパイロットを送信すれば、受信機は、典型的にはより良好なチャンネルを得ること
ができる。しかし、より多くのパイロットはより大きなオーバーヘッドに対応し、これは
当該システムの効率を低下させる。
【０００６】
　従って、当該技術においては、パイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性
を得るために、パイロットを効率的な方法で送信するための技術が必要とされている。
【発明の概要】
【０００７】
　無線通信システムにおいて、設定可能なパイロットを送信するための技術がここに記載
される。一つの側面において、パイロットの配置は、送信のためのリソースの割り当てに
基づいて決定される。パイロットの異なる配置は異なるリソースの割り当てのために使用
され、これは異なる数のフレーム、異なる数のＨ－ＡＲＱインターレース、異なる数のサ
ブキャリア等に対応してよい。パイロットは、該パイロットの配置によって決定される時
間および周波数位置において送信される。各パイロットは、１以上のシンボル周期で、１
以上のサブキャリア上を送信されてよい。
【０００８】
　リソース割り当ては、１以上の連続的フレームについてのものであってよい。次いで、
各フレームにおけるパイロットの配置が、もし存在すれば先のフレームにおけるパイロッ
トの配置に基づいて決定されてよい。割り当てはまた、１以上のＨ－ＡＱＲインターレー
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スのためのものであってよい。次いで、各Ｈ－ＡＲＤインターレースにおけるパイロット
の配置が、当該割り当てにおけるＨ－ＡＲＤインターレースの数、もし存在すれば先のＨ
－ＡＲＱインターレースにおけるパイロットの配置等々に基づいて決定されてよい。パイ
ロットの配置は、１以上のパイロットパターンによって決定されてよい。リソースの異な
る割り当てのために、異なるパイロットパターンが使用されてよい。当該リソース割り当
てに基づく使用のために、少なくとも一つのパイロットパターンが選択されてよい。
【０００９】
　パイロットは、時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロット、および／または幾つかの他の型
のパイロットであってよい。該パイロットは、種々の多重化スキーム、例えばＩＦＤＭＡ
、ＬＦＤＭＡ、ＥＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ等を使用して送信されてよい。パイロットおよび
データは、同一または異なる多重化スキームを使用して送信されてよい。
【００１０】
　本発明の種々の側面および実施形態を、以下で更に詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、送信機および受信機のブロック図を示している。
【図２Ａ】図２Ａは、Ｈ－ＡＲＤ送信を図示している。
【図２Ｂ】図２Ｂは、複数のＨ－ＡＲＤインターレースを示している。
【図３Ａ】図３Ａは、例示的サブキャリア構造を示している。
【図３Ｂ】図３Ｂは、例示的サブキャリア構造を示している。
【図３Ｃ】図３Ｃは、例示的サブキャリア構造を示している。
【図４Ａ】図４Ａは、一つのＨ－ＡＲＱインターレースのための例示的パイロットパター
ンを示している。
【図４Ｂ】図４Ｂは、二つのＨ－ＡＲＱインターレースのための、図４Ａのパイロットパ
ターンの使用を示している。
【図５Ａ】図５Ａは、二つのＨ－ＡＲＱインターエースのための２フレームパイロットパ
ターンを示している。
【図５Ｂ】図５Ｂは、三つのＨ－ＡＲＱインターエースのための３フレームパイロットパ
ターンを示している。
【図６Ａ】図６Ａは、二つのフレームの送信バーストのためのダイナミックパイロットを
示している。
【図６Ｂ】図６Ｂは、三つのフレームの送信バーストのためのダイナミックパイロットを
示している。
【図７】図７は、設定可能なパイロットを送信または受信するためのプロセスを示してい
る。
【図８】図８は、設定可能なパイロットをサポートする装置を示している。
【図９】図９は、設定可能なパイロットを受信するためのプロセスを示している。
【図１０】図１０は、設定可能なパイロットを受信するための装置を示している。
【詳細な説明】
【００１２】
　本発明の特徴および性質は、図面と共に、以下の詳細な説明から更に明らかになるであ
ろう。ここでの、図面における同じ参照符号は、全体を通して対応するものを特定するも
のとする。
【００１３】
　「例示的」の語は、ここでは、「実施例、例、または例示として働く」ことを意味する
ために使用される。「例示的」としてここに記載する何れかの実施形態または設計は、必
ずしも、他の実施形態または設計に対して好ましいもの、または有利なものとして解釈さ
れるべきものではない。
【００１４】
　図１は、無線通信システムにおける送信機１１０および受信機１５０のブロック図を示
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している。順方向リンク（ダウンリンク）については、送信機１１０はベースステーショ
ンの一部であってよく、受信機１５０は端末の一部であってよい。逆方向リンク（アップ
リンク）については、送信機１１０は端末の一部であってよく、受信機１５０はベースス
テーションの一部であってよい。ベースステーションは、端末と通信するステーションで
ある。ベースステーションはまた、ベーストランシーバシステム（ＢＴＳ）、アクセスポ
イント、ノードＢ、または幾つかの他のネットワークエンティティーと称されてよく、ま
たこれらの機能の幾つかまたは全部を含んでよい。端末は固定式であっても移動式であっ
てもよく、またアクセス端末（ＡＴ）、モバイルステーション（ＭＳ）、ユーザ装置（Ｕ
Ｅ）、および／または幾つかの他のエンティティーと称されてよく、またはそれら機能の
幾つかまたは全部を含んでいてよい。端末は、無線装置、携帯電話、個人用携帯情報端末
、無線モデム、および手持ち型装置等であってよい。
【００１５】
　送信機１１０において、送信（ＴＸ）データおよびパイロットプロセッサ１２０は、ト
ラヒックデータおよびシグナリングの処理（例えば符号化、インターリーブおよびシンボ
ルマップ作成）を行い、データシンボルを発生させる。プロセッサ１２０はまた、パイロ
ットシンボルを発生させて、前記データシンボルおよびパイロットシンボルを多重化させ
る。一般に、データシンボルはデータのための変調シンボルであり、パイロットシンボル
はパイロットのための変調シンボルであり、変調シンボルは信号コンステレーション（例
えばＰＳＫまたはＱＡＭ）における点の複素数値であり、シンボルは複素数値である。パ
イロットは、送信機および受信機の両者がアプリオリに知っているデータ／送信である。
変調機１３０は、１以上の多重化スキーム／無線技術のためのデータおよびパイロットシ
ンボルに対して変調を行い、出力チップを発生させる。送信機（ＴＭＴＲ）１３２は、出
力チップの処理（例えばアナログへの変換、増幅、フィルタ、および周波数アップコンバ
ート）を行い、アンテナ１３４を介して送信される無線周波数（ＲＦ）変調された信号を
発生させる。
【００１６】
　受信機１５０において、アンテナ１５２はＲＦ変調された信号を送信機１１０から受信
し、また受信された信号を受信機（ＲＣＶＲ）１５４に提供する。受信機１５４は、該受
信された信号の調整（例えばフィルタ、増幅、周波数ダウンコンバート、およびデジタル
化）を行い、サンプルを提供する。復調機１６０は、該サンプルに対する復調を行い、受
信されたデータシンボルおよび受信されたパイロットシンボルを得る。チャンネル推定機
／プロセッサ１６２は、受信されたパイロットシンボルに基づいて、種々のタイプのチャ
ンネル情報（例えばチャンネル推定値、受信された信号品質推定値、および干渉推定値等
）を誘導してよい。次いで、復調機１６０は、該チャンネル情報を用いて、受信されたデ
ータシンボルに対してデータ検出（例えば等化、または調和したフィルタリング）を行い
、データシンボル推定値を与える。ＲＸデータプロセッサ１７０は、該データシンボル推
定値の処理（例えばシンボルのデマップ、デインターリーブ、およびデコード）を行い、
デコード化されたデータを提供する。一般に、受信機１５０による処理は、送信機１１０
による処理に対して相補的である。
【００１７】
　コントローラ／プロセッサ１４０および１８０は、それぞれ、送信機１１０および受信
機１５０において種々の処理ユニットの動作を指令する。メモリー１４２および１８２は
、それぞれ、送信機１１０および受信機１５０のためのプログラムコードおよびデータを
保存する。
【００１８】
　システム１００は、ハイブリッド自動反復要求（Ｈ－ＡＲＱ）送信スキームを用いてよ
い。Ｈ－ＡＲＱにおいては、パケットが受信機によって正しくデコード化されるまで、ま
たは最大数の送信が送られてしまうまで、送信機はデータパケットのための１以上の送信
を送る。Ｈ－ＡＲＱは、チャンネル条件の変化の存在下において、データ送信についての
信頼性を改善し、またパケットのためのレート適合をサポートする。
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【００１９】
　図２Ａは、Ｈ－ＡＲＱ送信を図示している。送信機は、データパケット（パケットＡ）
の処理（コード化および変調）を行い、複数（Ｄ）のデータブロックを発生させる。デー
タパケットはまた、コード語等とも称されてよい。データブロックはまた、サブパケット
およびＨ－ＡＲＱ送信等と称されてもよい。当該パケットのための各データブロックは、
有利なチャンネル条件下において、受信機が当該パケットを正しくデコード化するのを可
能にするための充分な情報を含んでよい。Ｄデータブロックは、典型的には、当該パケッ
トのための異なる冗長性情報を含んでいる。各データブロックは、何らかの持続時間に亘
り得るフレームにおいて送信されてよい。該Ｄデータブロックは、パケットが終わるまで
一度に一つずつ送られ、該ブロック送信はＱフレームだけ離間される。ここで、Ｑ＞１で
ある。
【００２０】
　送信機は、パケットＡのための第一のデータブロック（ブロックＡ１）を、フレームｎ
において送信する。受信機は、フレームｎ＋ｑにおいて、ブロックＡ１を受信および処理
（例えば変調およびデコード化）し、パケットＡが誤ってデコード化されたことを決定し
、否定的アクノリッジメント（ＮＡＫ）を送信機に送る。ここでのｑはフィードバック遅
延であり、１≦ｑ＜Ｑである。送信機は、フレームｎ＋ＱにおいてＮＡＫを受信し、パケ
ットＡについての第二のデータブロック（ブロックＡ２）を送信する。受信機は、フレー
ムｎ＋Ｑ＋ｑにおいてブロックＡ２を受信し、ブロックＡ１およびＡ２を処理し、パケッ
トＡが誤ってデコード化されたことを決定し、ＮＡＫを送信する。このブロック送信およ
びＮＡＫ応答は、Ｄ回まで継続されてよい。図２Ａに示す例では、送信機は、フレームｎ
＋２Ｑにおいて、パケットＡについての第三のデータブロック（ブロックＡ３）を送信す
る。受信機は、フレームム＋２Ｑ＋ｑにおいてブロックＡ３を受信し、ブロックＡ１～Ａ
３を処理し、パケットＡが正しくデコード化されたことを決定し、アクノリッジメント（
ＡＣＫ）を送信する。糖新規はＡＣＫを受信し、パケットＡの送信を終了する。次いで、
送信機は次のデータパケット(パケットＢ)を処理し、同様にしてパケットＢについてのデ
ータブロックを送信する。
【００２１】
　図２Ａにおいては、Ｑフレーム毎に新たなデータブロックが送られる。チャンネル利用
度を改善するために、送信機は、インターレースされた方法で、Ｑ以下のパケットを送信
してよい。
【００２２】
　図２Ｂは、複数（Ｑ）のＨ－ＡＲＱインターレースの実施形態を示している。この実施
形態において、Ｈ－ＡＲＱインターレース１は、フレームｎ、ｎ＋Ｑ、等々を含んでおり
、Ｈ－ＡＲＱインターレース２はフレームｎ＋１、ｎ＋Ｑ＋１、等々を含んでおり、また
Ｈ－ＡＲＱインターレースＱは、フレームｎ＋Ｑ－１、ｎ＋２Ｑ－１、等々を含んでいる
。Ｑ個のＨ－ＡＲＱインターレースは、相互に１フレームだけオフセットしている。例え
ば、Ｑ＝２であれば、Ｈ－ＡＲＱインターレース１は奇数フレームを含んでよく、Ｈ－Ａ
ＲＱインターレース２は偶数フレームを含んでいてよい。一般に、Ｈ－ＡＲＱ再送信遅延
Ｑおよびフィードバック遅延ｑは、典型的には送信機および受信機の両方にとって充分な
処理時間を提供するように選択される。送信機は、Ｑ個のＨ－ＡＲＱインターレース上で
Ｑ以下のパケットを送信してよい。
【００２３】
　システム１００は、種々の多重化スキーム／無線技術、例えば単一キャリア周波数分割
多重アクセス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）、コード
分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、時間分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、および周波数分割
多重アクセス（ＦＤＭＡ）等を利用してよい。ＳＣ－ＦＤＭＡには、インターリーブされ
たＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、局在化されたＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、およびエンハンスト
ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）が含まれる。ＩＦＤＭＡは分配ＦＤＭＡとも称され、またＬＦＤ
ＭＡはナローバンドＦＤＭＡまたはクラシカルＦＤＭＡとも称される。データおよびパイ
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ロットは、（１）ＩＦＤＭＡを用いて、システムバンド幅を横切って均一に分布された均
一に分布されたサブキャリア上を送信されてよく、（２）ＬＦＤＭＡを用いて一群の隣接
サブキャリア上を送信されてよく、または（３）ＥＦＤＭＡと用いて複数群の隣接サブキ
ャリアの上を送信されてよい。ＯＦＤＭＡは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用
する。一般に、変調シンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡを用いて時間ドメインで、またＯＦＤＭ
Ａを用いて周波数ドメインで送られる。ＯＦＤＭＡに関する主な欠点は、高いピーク対平
均電力の比（ＰＡＰＲ）であり、これはＯＦＤＭ波形の平均電力に対するピーク電力の比
率が高くなり得ることを意味する。ＳＣ－ＦＤＭＡ波形のＰＡＰＲは、使用のために選択
された信号コンステレーション（例えばＰＳＫまたはＱＡＭ）における信号点によって決
定され、ＯＦＤＭ波形のＰＡＰＲよりも低い。
【００２４】
　システム１００は、順方向リンクおよび逆方向リンクのそれぞれについて、１以上の多
重化スキームを利用してよい。例えば、システム１００は、（１）順方向リンクおよび逆
方向リンクの両者についてＳＣ－ＦＤＭＡを、（２）一方のリンクについてはＳＣ－ＦＤ
ＭＡの一つのバージョン（例えばＬＦＤＭＡ）、他方のリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ
（例えばＩＦＤＭＡ）のもう一つのバージョンを、（３）順方向リンクおよび逆方向リン
クの両者についてＯＦＤＭＡを、（４）一方のリンク（例えば逆方向リンク）についてＳ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他方のリンク（例えば順方向リンク）についてはＯＦＤＭＡを、また
は（５）多重化スキームの幾つかの他の組合せを利用してよい。逆方向リンクにはＳＣ－
ＦＤＭＡ（例えばＩＦＤＭＡ）を使用して低いＰＡＰＲを達成し、また順方向リンクには
ＯＦＤＭＡを使用して潜在的に高いシステム容量を達成するのが望ましい。
【００２５】
　図３Ａは、ＩＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡのために使用してよいサブキャリア構造３００
を示している。ＢＷ・ＭＨｚのシステム帯域幅は、１～Ｋの指標を付された複数（Ｋ）の
直交サブキャリアに区分され、ここでのＫは如何なる整数値でもよいが、典型的には２の
冪数である。これらのサブキャリアはまた、トーンおよび値域（ｂｉｎ）とも称される。
隣接するサブキャリアの間の距離は、ＢＷ／Ｋ・ＭＨｚである。単純化のために、以下で
の説明では、Ｋの合計サブキャリアの全てが送信のために有用であると仮定する。サブキ
ャリア構造３００について、合計Ｋのサブキャリアは、各組がＫの合計サブキャリアに亘
って均一に分布されたＮのサブキャリアを含むように、重ならないＳの組にアレンジされ
、ここでＫ＝Ｓ・Ｎである。各組における連続的なサブキャリアは、Ｓのサブキャリアに
より隔てられている。従って、ｓ∈｛１，…，Ｓ｝について、組ｓは、サブキャリアｓ、
Ｓ＋ｓ、２Ｓ＋ｓ、…、（Ｎ－１）・Ｓ＋ｓを含んでいる。
【００２６】
　図３Ｂは、ＥＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡのために使用し得るサブキャリア構造３１０を
示している。サブキャリア構造３１０について、合計Ｋのサブキャリアは、各組がＮの連
続的なサブキャリアを含むように重ならないＳの組にアレンジされ、ここでのＫ＝Ｓ・Ｎ
である。従って、ｓ∈｛１，…，Ｓ｝について、組ｓは、（ｓ－１）・Ｎ＋１から、ｓ・
Ｎを含んでいる。
【００２７】
　図３Ｃは、ＥＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡのために使用してよいサブキャリア構造３２０
を示している。サブキャリア構造３２０について，合計Ｋのサブキャリアは、各組がＬの
連続的なサブキャリアのＧ群にアレンジされるＮのサブキャリアを含むように、重ならな
いＳの組にアレンジされ、ここでのＫ＝Ｓ・Ｎであり、またＮ＝Ｇ・Ｌである。合計Ｋの
サブキャリアは、次のようにしてＳの組に分配されてよい。合計Ｋのサブキャリアは、最
初に複数の周波数範囲に区分され、各周波数範囲はＫ’＝Ｓ・Ｌの連続的なサブキャリア
を含んでいる。各周波数範囲は更にＳの群に区分され、各群はＬの隣接するサブキャリア
を含んでいる。各周波数範囲について、最初の群のＬのサブキャリアは組１に割り当てら
れ、次の群のＬのサブキャリアは組２に割り当てられる等々であり、最後の群のＬのサブ
キャリアは組Ｓに割り当てられる。
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【００２８】
ｓ∈｛１，…，Ｓ｝について、組ｓは、次式を満たす指標Ｋを有するサブキャリアを含ん
でいる：（ｓ－１）・Ｌ＜（ｋ modulo Ｋ’）≦ｓ・Ｌ
　一般に、サブキャリア構造は如何なる数の組を含んでもよく、各組は如何なる数のサブ
キャリアを含んでもよい。これらの組は、同じかまたは異なる数のサブキャリアを含んで
よく、また各組におけるサブキャリアの数は、Ｋの整数除数であってもよく、そうでなく
ともよい。各組におけるサブキャリアは、如何なる方法でアレンジされてもよく、例えば
、システム帯域幅に亘って均一または不均一に分布されてよい。変調シンボルは、ＳＣ－
ＦＤＭＡを用いた時間ドメインまたはＯＦＤＭＡを用いた周波数ドメインにおいて、１以
上のサブキャリア組の上を送信されてよい。
【００２９】
　ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、次のように、一つのシンボル周期の中に設定された一つの
サブキャリアについて発生されてよい。Ｎのサブキャリア上を送信されるべきＮの変調シ
ンボルは、Ｎの周波数ドメイン値を得るために、Ｎ点高速フーリエ変換を用いて周波数ド
メインに変換される。これらＮの周波数ドメイン値は、送信のために使用されるＮのサブ
キャリアにマッピングされ、ゼロ値は残りのＫ－Ｎサブキャリアにマッピングされる。次
いで、Ｋの周波数ドメイン値およびゼロ値に対してＫ点逆ＦＦＴ（ＩＦＦＴ）を実行し、
Ｋの時間ドメインサンプルのシーケンスを得る。このシーケンスの最後のＣのサンプルを
該シーケンスの開始点にコピーして、Ｋ＋Ｃのサンプルを含むＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを
形成する。このＣのコピーされたサンプルは、サイクリックプレフィックスと称されるこ
とが多く、Ｃはサイクリックプレフィックス長さである。該サイクリックプレフィックス
は、周波数選択的フェーディングにより生じるシンボル間干渉（ＩＳＩ）を抑制するため
に使用される。
【００３０】
　ＯＦＤＭシンボルは、次のように一つのシンボル周期について発生される。変調シンボ
ルは、送信に使用されるサブキャリアにマップされ、またゼロの信号値を備えたゼロシン
ボルは、残りのサブキャリアにマップされる。次いで、前記Ｋの変調シンボルおよびゼロ
シンボルに対してＫ点ＩＦＦＴを実行し、Ｋの時間ドメインサンプルのシーケンスを得る
。該シーケンスの最後のＣサンプルを該シーケンスの開始点にコピーして、Ｋ＋Ｃのサン
プルを含んだＯＦＤＭシンボルを形成する。
【００３１】
　送信シンボルは、ＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルであってよい。ＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルは、ＩＦＤＭＡシンボル、ＬＦＤＭＡシンボル、またはＥＦＤＭＡシ
ンボルであってよい。送信シンボルのＫ＋Ｃのサンプルは、Ｋ＋Ｃのサンプル周期におい
て送信される。シンボル周期は、一つの送信シンボルの持続時間であり、Ｋ＋Ｃのサンプ
ル周期に等しい。
【００３２】
　ここに記載するパイロット送信技術は、順方向リンクおよび逆方向リンクのために使用
されてよい。この技術はまた、ＳＣ－ＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡのような種々の多重化ス
キームのために使用されてもよい。明瞭化のために、ＩＦＤＭＡについて、当該技術の一
定の側面および実施形態を説明する。
【００３３】
　Ｎのサブキャリアの単一の組が、単一のＨ－ＡＲＱインターレース上での送信のために
割り当たられてよい。各フレームがＴのシンボル周期に亘るならば、割り当てられたＨ－
ＡＲＱインターレースの各フレームにおいてＮ／Ｔの送信単位が利用可能であり、ここで
の送信単位は一つのシンボル周期における一つのサブキャリアである。合計でＮ・Ｔのシ
ンボルが、Ｈ－ＡＲＱインターレースの各フレームにおいて送信されてよい。ＯＦＤＭＡ
について、Ｎ・Ｔの合計送信単位の中の何れかＰの送信単位がパイロット送信のために使
用されてよく、またＰのパイロットシンボルは、これらＰの送信単位上で送信されてよい
。ＳＣ－ＦＤＭＡについて、低いＰＡＰＲを維持するために、パイロットはＴＤＭ様式で
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送信されてよい。この場合、Ｎのパイロットシンボルは、パイロット送信のために使用さ
れる各シンボル周期において、Ｎのサブキャリア上で送られてよい。或いは、パイロット
シンボルは幾つかのサブキャリア上を送られてよく、またデータシンボルは、所定のシン
ボル周期における残りのサブキャリア上を送られてよい。この同じシンボル周期における
パイロットおよびデータの多重化は、より高いＰＡＰＲをもたらす。
【００３４】
　一般には、受信機が合理的に良好なチャンネル推定値を誘導することを可能にするため
に、充分な量のパイロットを送信することが望ましい。該パイロットは、当該チャンネル
における周波数および時間の変動を捕らえるために、周波数および時間の両方に亘って分
布すべきである。ＳＣ－ＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡの両方について、パイロットシンボル
の数を増大させることは、チャンネル推定特性を改善する可能性がある。しかし、そのペ
ナルティーは、データ送信のために利用可能な送信単位の数がより小さいことである。こ
の場合、情報ビットが減少され得るか、或いはエラー訂正コードのコード化利得が低下す
る可能性があり、これは次にカバレッジを減少させ、および／またはデコード化エラーの
可能性を増大させる。パイロットはオーバーヘッドを表すので、上記目的を達成しながら
、パイロットの量を最小化するのが望ましい。
【００３５】
　単純化のために、下記での説明のために次の実施形態が使用される。当該システムは、
Ｓ＝４のサブキャリア組にアレンジされるＫ＝１６の総サブキャリアを有している。各サ
ブキャリア組はＮ＝４のサブキャリアを含んでおり、これらは１６の合計サブキャリアに
亘って均一に分配される。当該システムはまた、Ｑ＞３Ｈ－ＡＲＱインターレースを有し
ている。各フレームは、Ｔ＝８のシンボル周期に亘り、送信シンボル（例えばＩＦＤＭＡ
シンボルまたはＯＦＤＭシンボル）は、各シンボル周期において送られてよい。当該シス
テムは、各シンボル周期において異なるサブキャリア組が送信のために使用され得るよう
に、シンボルレートホッピングを使用する。各シンボル周期で使用するための特定のサブ
キャリア組は、送信機および受信機の両方に知られている周波数ホッピングパターンによ
って決定されてよい。周波数ホッピングは、周波数多様性を改善する可能性がある。
【００３６】
　図４Ａは、パイロットパターン４００の一実施形態を示しており、これは、一つのＨ－
ＡＲＱインターレースにおいて単一のサブキャリア組上で送信するために使用されてよい
。パイロットパターン４００について、ＴＤＭパイロットは、割り当てられたＨ－ＡＲＱ
インターレースにおける各フレームの、最初および最後のシンボル周期において送られる
。各ＴＤＭパイロットは、全ての割り当てられたサブキャリア上を送られるパイロットシ
ンボルで構成される。ＴＤＭパイロットは、ＳＣ－ＦＤＭＡを使用して送られる送信のた
めの低いＰＡＰＲを維持する。Ｋの合計サブキャリアに亘る各ＴＤＭパイロットの送信は
、受信機が、チャンネルにおける周波数変動を捕捉することを可能にし、また当該システ
ム帯域幅に亘るチャンネル応答を推定することを可能にする。Ｋの合計サブキャリアに亘
る各ＴＤＭパイロットの送信は、受信機が、当該チャンネルにおける周波数変動を捕捉す
ることを可能にし、最初および最後のシンボル周期におけるＴＤＭパイロットの送信は、
受信機が、当該チャンネルにおける時間変動を捕捉することを可能にする。一般に、ＴＤ
Ｍパイロットは、（１）時間に亘ってチャンネル変動を捕捉するために合理的に相互に分
離されるべきであるが、（２）チャンネル応答の充分な「サンプリング」を可能にするた
めには離れすぎるべきではない。図４Ａに示されたパイロット配置は、迅速に変化するチ
ャンネル、例えば、担体移動に起因したドップラー効果が高いチャンネルについて有用で
ある可能性がある。図４Ａに示したＴＤＭパイロットが使用されるならば、設計の選択は
、送られるＴＤＭパイロットの数および時間軸上でのこれらＴＤＭパイロットの位置に限
定されてよい。
【００３７】
　一般に、パイロットパターンは、フレーム中の何れかの送信単位上を送られる何れかの
数のパイロットを含んでよい。各パイロットパターンがパイロットのフレーム中での異な
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る配置を有する、異なるパイロットパターンが推定されてよい。最良の特性を与えるパイ
ロットパターンが、使用のために選択されてよい。
【００３８】
　パイロットパターン４００は、送信が周期的に、例えば、図４Ａに示すように割り当て
られたＨ－ＡＲＤインターレース上をＱフレーム毎に送られるときに、良好な特性を提供
する可能性がある。割り当てられたＨ－ＡＲＱインターレースのフレームは時間で離間さ
れるので、チャンネルにおける時間変動は、一つのフレームにおいて、もう一つのフレー
ムでは古く陳腐化しているパイロット観察をもたらす可能性がある。従って、各フレーム
は、受信機が当該フレームのための良好なチャンネル推定値を誘導することを可能にする
充分量のパイロットを含むべきである。
【００３９】
　図４Ｂは、二つの連続するＨ－ＡＲＱインターレース上での送信のためのパイロットパ
ターン４００の使用を示している。この例においては、Ｈ－ＡＲＱインターレース１およ
び２が割り当てられ、ＴＤＭパイロットは、各割り当てられたＨ－ＡＲＱインターレース
における各フレームの最初および最後のシンボル周期内で送られる。図４Ｂに示すように
、Ｈ－ＡＲＱインターレース１のフレーム１の最後のシンボル周期内に送られたＴＤＭパ
イロットは、Ｈ－ＡＲＱインターレース２のフレーム１の最初のシンボル周期内に送られ
たＴＤＭパイロットに直ぐ隣接している。これらＴＤＭパイロットは本質的に冗長性であ
り、システムリソースの非効率的な使用を表すであろう。図４Ａおよび図４Ｂに示すよう
に、パイロットパターン４００は、一つのＨ－ＡＲＱインターレース上での送信のために
は良好であり得るが、複数の連続するＨ－ＡＲＱインターレース上での送信のためには非
効率的である。
【００４０】
　一つの側面において、パイロットの量および該パイロットの配置は、送信のためのリソ
ースの割り当てによって決定される。一つの実施形態においては、リソースの異なる割り
当てのために異なるパイロットパターンが使用され、これらは異なる数のフレーム、異な
る数のＨ－ＡＲＱインターレース、異なる数のサブキャリア等々に対応するかもしれない
。１以上のパイロットパターンが、各異なるリソース割り当てのために使用されてよく、
またパイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性を与えるように設計されてよ
い。
【００４１】
　図５Ａは、２－フレームパイロットパターン５００の実施形態を示しており、これは二
つの連続するＨ－ＡＲＱインターレースにおける単一のサブキャリア組上での送信のため
に使用されてよい。多フレームパイロットパターンは、複数の単一フレームパイロットパ
ターンの連鎖と看做されてよい。パイロットパターン５００について、ＴＤＭパイロット
はＨ－ＡＲＱインターレース１のフレーム１（またはフレーム１，１）の最初および最後
のシンボル周期において送られ、またＴＤＭパイロットは、Ｈ－ＡＲＱインターレース２
のフレーム１（またはフレーム１，２）の最後から２番目の周期において送られる。フレ
ーム１，１についてのチャンネル推定は、このフレームの最初および最後のシンボル周期
に送られたＴＤＭパイロットに基づいて誘導されてよい。フレーム１，２についてのチャ
ンネル推定は、フレーム１，１の最後のシンボル周期に送られたＴＤＭパイロット、およ
びフレーム１，２の最後から二番目のシンボル周期に送られたＴＤＭパイロットに基づい
て誘導されてよい。
【００４２】
　図５Ｂは、３－フレームパイロットパターン５１０の実施形態を示しており、これは三
つの連続するＨ－ＡＲＱインターレースにおける単一サブキャリア組上での送信のために
使用されてよい。パイロットパターン５１０については、一つのＴＤＭパイロットはＨ－
ＡＲＱインターレース１のフレーム１（またはフレーム１，１）の二番目のシンボル周期
において送られ、複数のＴＤＭパイロットパターンがＨ－ＡＲＱインターレース２のフレ
ーム１（またはフレーム１，２）の最初および最後のシンボル周期において送られ、且つ
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、一つのＴＤＭパイロットはＨ－ＡＲＱインターレース３のフレーム１（またはフレーム
１，３）の最後から２番目のシンボル周期において送られる。フレーム１，１のためのチ
ャンネル推定値は、当該フレームの二番目のシンボル周期において送られたＴＤＭパイロ
ット、およびフレーム１，２の最初のシンボル周期において送られたＴＤＭパイロットに
基づいて誘導されてよい。フレーム１，２についてのチャンネル推定値は、当該フレーム
の最初および最後のシンボル周期に送られたＴＤＭパイロットに基づいて誘導されてよい
。フレーム１，３についてのチャンネル推定値は、フレーム１，２の最後のシンボル周期
において送られたＴＤＭパイロット、およびフレーム１，３の最後から二番目のシンボル
周期に送られたＴＤＭパイロットに基づいて誘導されてよい。
【００４３】
　図５Ａおよび図５Ｂは、それぞれ、二つまたは三つの連続するＨ－ＡＲＱインターレー
スについての例示パイロットパターンを示している。これらのパイロットパターンは、連
続するＴＤＭパイロットの間に７シンボル周期の均一な間隔を維持する。
【００４４】
　一つの実施形態において、異なる単一のフレームパイロットパターンは、例えば図５Ａ
および図５Ｂに示すようなリソース割り当てに応じて、異なるフレームについて使用され
てよい。この実施形態において、異なるフレームのためのパイロットパターンは、異なる
シンボル周期に配置されたＴＤＭパイロットを有してよい。図５Ａに示した実施形態にお
いて、フレーム１，２のためのＴＤＭパイロットは、これらフレームにおけるチャンネル
推定特性を改善するために、１シンボル周期だけ先に移動される。
【００４５】
　もう一つの実施形態においては、各フレームについて同じパイロットパターンが使用さ
れるが、冗長性ＴＤＭパイロットはデータで置き換えられてよい。図５Ａにおいて、ＴＤ
Ｍパイロットは、フレーム１，２の最後のシンボル周期（最後から二番目のシンボル周期
の代わりに）において送られてよい。図５Ｂにおいて、ＴＤＭパイロットは、フレーム１
，２の最初のシンボル周期（二番目のシンボル周期の代わりに）において送られてよく、
またＴＤＭパイロットはフレーム１，３の最後のシンボル周期（最後から二番目のシンボ
ル周期の代わりに）において送られてよい。フレームの最後のシンボル周期におけるＴＤ
Ｍパイロットまたは後続のフレームの最初のシンボル周期におけるＴＤＭパイロットの何
れかは、データで置換されてよい。
【００４６】
　一般に、異なる各Ｈ－ＡＲＱ割り当てのために、良好な特性を与えるパイロットパター
ンの何れかの組を使用してよい。単一フレームのパイロットパターンは、一つのＨ－ＡＲ
Ｑインターレースの割り当てのために使用されてよく、２－フレームパイロットパターン
は二つのＨ－ＡＲＱインターレースの割り当てのために使用されてよく、３－フレームパ
イロットパターンは、三つのＨ－ＡＲＱインターレースの割り当てに使用されてよい、等
々である。各パイロットパターンは、付随する数のＨ－ＡＲＱインターレースについて良
好な特性を提供するように設計されてよい。利用可能なパイロットパターンは、予め送信
機および受信機に知られており、両者が、Ｈ－ＡＲＱ割り当てに応じて送信のために使用
する特定のパイロットパターンを知るようになっていてよい。
【００４７】
　図５Ａおよび図５Ｂは、リソース割り当てが静的で且つ予め知られている場合を示して
いる。各割り当てについて、適正なパイロットパターンは、全体の送信について使用する
ために選択されてよい。例えば、二つの連続するＨ－ＡＲＱインターレースが割り当てら
れるならば、パイロットパターン５００が使用されてよく、また三つの連続するＨ－ＡＲ
Ｑインターレースが割り当てられるならば、パイロットパターン５１０が使用されてよい
。割り当てが変化するときは何時でも異なるパイロットパターンが選択されてよく、これ
は頻繁に、または稀に生じる可能性がある。
【００４８】
　リソース割り当ては動的であってよく、経時的に迅速に変化してよく、遥か前に知られ
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ていなくてもよい。この場合、選択されたパイロットパターンは異なる割り当てについて
は充分に働かない可能性があるので、長期間に亘って使用する特定のパイロットパターン
を選択することは可能でないかも知れない。例えば、パケットは、該パケットが終わるま
で、所定のＨ－ＡＲＱインターレース上で送られてよく、次いで、このＨ－ＡＲＱインタ
ーレース上を新たなパケットが送られてよい。多重アクセスシステムにおいて、利用可能
なＨ－ＡＲＱインターレースは全てのユーザによって共有されてよく、Ｈ－ＡＲＱインタ
ーレースが利用可能になるときは何時でも、新たなパケットが送られてよい。新たなパケ
ットが何時送られてよいか、並びにこれらパケットを送るために使用されるＨ－ＡＲＱイ
ンターレースに関する不確実性が、リソースのダイナミックで且つ予測不能な割り当てを
もたらす可能性がある。
【００４９】
　一実施形態において、パイロットパターンは、現在および先の割り当てに基づいて動的
に選択される。パイロットパターンの選択は、１以上の連続するフレームにおける連続的
送信である各送信バースト毎に行われてよい。各送信バーストの持続時間は、予め知られ
なくてもよい。例えば、次のフレームが割り当てられるか否かは、現在のフレームまで知
られないかもしれない。各フレームについてのパイロットパターンは、現在の送信バース
トにおける先のフレーム（もしあれば）に使用されたパイロットパターンに基づいて選択
されてよい。
【００５０】
　図６Ａは、二つのフレームの送信バーストのためのパイロット配置６００の実施形態を
示している。この実施形態では、送信バーストの最初のフレームのために単一フレームの
パイロットパターン６１０が選択され、存在しない先のフレームにおける如何なるパイロ
ットにも依拠することなく、このフレームのための良好な特性を提供する。パイロットパ
ターン６１０は、当該フレームの最初および最後のシンボル周期にＴＤＭパイロットを含
んでいる。送信バーストの第二のフレームについて、先のフレームのために使用されたパ
イロットパターン６１０を用いて、このフレームのための良好な特性を与えるために、単
一フレームのパイロットパターン６１２が選択される。パイロットパターン６１２は、当
該フレームの最後の次のシンボル周期にＴＤＭパイロットを含んでいる。パイロットパタ
ーン６１２におけるＴＤＭパイロットの配置は、先のフレームにおいて使用されたパイロ
ットパターン６１０のなかのＴＤＭの配置によって決定される。
【００５１】
　図６Ｂは、３フレームの送信バーストについてのパイロット配置６０２の実施形態を示
している。この実施形態においては、上記で述べたように、パイロットパターン６１０は
送信バーストの最初のフレームのために使用され、またパイロットパターン６１２は第二
のフレームのために使用される。第三のフレームについては、第二のフレームについて使
用されたパイロットパターン６１２を用いてこのフレームのための良好な特性を与えるよ
うに、単一フレームのパイロットパターン６１４が選択される。パイロットパターン６１
４は、当該フレームの最後から三番目のシンボル周期の中にＴＤＭパイロットを含んでい
る。パイロットパターン６１４におけるＴＤＭパイロットの配置は、先のフレームに使用
されたパイロットパターン６１２、または先のフレームにおける二つのパイロットパター
ン６１０および６１２中のＴＤＭパイロットの配置によって決定されてよい。
【００５２】
　図６Ａおよび図６Ｂは、パイロットパターンが、連続するＴＤＭパイロットの間に７シ
ンボル周期の均一な間隔を維持する実施形態を示している。この実施形態は、四つ以上の
フレームの割り当てをカバーするように拡張されてよい。後続の各フレームについてのＴ
ＤＭパイロットは、同じ間隔を維持するために１シンボル周期だけ先に送られてよい。他
のパイロットパターンもまた、送信のために使用されてよい。
【００５３】
　送信機および受信機は、両方とも、リソースとして使用される特定のパイロットパター
ンが動的に割り当てられることを予め知っていてよい。これは、使用するパイロットパタ
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ーンを運ぶ信号を送るための必要性を回避できる。各リソース割り当てが特定のパイロッ
トパターンに関連するならば、該リソース割り当てを運ぶための信号伝達は、付随するパ
イロットパターンのための暗示信号と看做されてよい。或いは、信号伝達は、使用するた
めのパイロットパターンを運ぶために明示的に送られてよい。
【００５４】
　図５Ａ～図６Ｂに示す実施形態において、後のフレームにおけるチャンネル推定に使用
するために、受信機は現在および恐らくは先のフレームのパイロット観察を保存してよい
。もう一つのフレームにおけるチャンネル推定のために一つのフレームからのパイロット
観察を使用することは、パイロット位置の再最適化、並びに後のフレームにおけるパイロ
ットオーバーヘッドの低減を可能にする。従って、全体のシステム効率は、特性に影響を
与えることなく改善され得る。
【００５５】
　図４Ａ～図６Ｂは、各シンボル周期が同じ持続時間を有する実施形態を示している。Ｔ
ＤＭパイロットはまた、データのためのシンボル周期よりも短いかまたは長いシンボル周
期で送られてよい。例えば、約半分の持続時間の短いＴＤＭパイロットは、Ｐパイロット
シンボル上でＰ点ＦＦＴを実行し、該Ｐの周波数ドメイン値をＰの割り当てられたサブキ
ャリアにマッピングし、Ｋ／２－Ｐの残りのサブキャリアについてゼロを挿入し、Ｋ／２
点ＩＦＦＴを実行し、循環プレフィックスを付することによって発生されてよい。従って
、短いＴＤＭパイロットにおける各サブキャリアは、正規のＴＤＭパイロットにおける二
つの連続するサブキャリアに亘るであろう。
【００５６】
　明瞭化のために、均一に分布されたサブキャリア上で送信されるＴＤＭパイロットと共
に、パイロット送信技術を説明してきた。これらのＴＤＭパイロットは、上記で述べたよ
うに、ＩＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡについて異なる方法で発生されてよい。パイロット送
信技術はまた、他のサブキャリア構造を用いて、ＬＦＤＭＡおよびＥＦＤＭＡについて、
並びにＯＦＤＭＡについても使用されてよい。一般に、パイロットは、当該チャンネルに
おける周波数および時間の変動を捕捉するために、問題の周波数範囲および時間の両方に
亘って分布されるべきである。問題の周波数範囲は、典型的にはデータ送信のために使用
される周波数範囲をカバーし、これは全体のシステム帯域幅またはシステム帯域幅の一部
であってよい。
【００５７】
　図３Ａにおけるサブキャリア構造３００および図３Ｃにおけるサブキャリア構造３２０
について、各サブキャリア組は全体のシステム帯域幅に亘っている。一つのサブキャリア
組上で送られるＴＤＭパイロットは、次いで、全体のシステム帯域亘ってチャンネル応答
を推定するために使用されてよい。ＴＤＭパイロット数の減少は、周波数ホッピングが用
いられるか否かに関係なく、上記で述べたようにして達成されてよい。
【００５８】
　図３Ｂにおけるサブキャリア構造３１０については、各サブキャリア組は全体のシステ
ム帯域幅の一部のみに亘っている。一つのサブキャリア組上のＴＤＭパイロット組は、次
いで、システム帯域幅の一部に亘るチャンネル応答性を推定するために使用されてよい。
周波数ホッピングは用いられず且つ異なるフレームにおいて同じサブキャリア組が用いら
れるならば、ＴＤＭパイロット数の減少は、上記で述べたようにして達成されてよい。周
波数ホッピングが用いられ、且つ異なるフレームにおいて異なるサブキャリア組が用いら
れるときに、二つのフレームが異なる周波数範囲を占めるのであれば、一つのフレームに
ついてのパイロット観察は、もう一つのフレームのために適用可能ではないかもしれない
。従って、一つのフレームについてのパイロット観察がもう一つのフレームのために使用
され得るときは何時でも、ＴＤＭパイロットの減少が達成され得る。
【００５９】
　ＳＣ－ＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡの両方について、ＴＤＭパイロットは上記で述べたよ
うに送られてよく、該ＴＤＭパイロットはＳＣ－ＦＤＭＡのためのより低いＰＡＰＲを与
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える。ＳＣ－ＦＤＭＡおよびＯＦＤＭＡの両方のためのパイロットおよびデータシンボル
はまた、ＳＣ－ＦＤＭＡについては高いＰＡＰＲを用いるのではあるが、同じシンボル周
期の異なるサブキャリア上で多重化されてよい。パイロットおよびデータの多重化は、パ
イロットオーバーヘッドを低減する際に、より多くの融通性を提供する可能性がある。例
えば、一つのサブキャリア組が割り当てられるとすれば、パイロットは、一つのフレーム
の最後のシンボル周期におけるサブキャリアの半分、および次のフレームの最初のシンボ
ル周期におけるサブキャリアの半分の上で送られてよい。複数のサブキャリア組が割り当
てられるとすれば、パイロットは、一つのサブキャリア組上で送られ、データは残りのサ
ブキャリア組上で送られてよい。
【００６０】
　送信機によって送られたパイロットは、種々のタイプのチャンネル情報を誘導するため
に、受信機によって使用されてよい。該受信機は、受信したパイロットに基づいて、周波
数ドメインチャンネル周波数応答性の推定値および／または時間－ドメインチャンネルイ
ンパルス応答性の推定値を誘導してよい。該受信機はまた、受信されたパイロットに基づ
いて、当該送信機について受信した信号品質を推定してよい。信号品質は、信号対ノイズ
比（ＳＮＲ）、信号対ノイズおよび干渉比（ＳＩＮＲ）、キャリア対干渉比（Ｃ／Ｉ）、
エネルギーパーシンボル対ノイズ比（Ｅｓ／Ｎｏ）等々によって定量されてよい。受信さ
れた信号品質は、チャンネル品質指標（ＣＱＩ）レポート、パケットフォーマット、デー
タレート等々によって変換されてよい。受信機はまた、受信されたパイロットに基づいて
干渉推定値を誘導してよい。これら種々の推定値を誘導するための技術は当該技術におい
て知られているが、ここには記載しない。
【００６１】
　ここに記載したパイロット送信技術は、上記で述べたように、種々の多重化スキームお
よび種々のタイプのパイロットのために使用されてよい。当該技術は、ＴＤＭパイロット
を利用するシステムについて、例えばＩＦＤＭＡ、ＬＦＤＭＡおよびＥＦＤＭＡのための
低いＰＡＰＲを維持するために特に有利である。ＴＤＭパイロットの使用は、パイロット
オーバーヘッドを減少する際の自由度を制限する。この技術は、良好な特性を維持しなが
ら、ＴＤＭパイロット並びに他のタイプのパイロットについてのパイロットオーバーヘッ
ドを減少させることができる。
【００６２】
　図７は、設定可能なパイロットを送信または受信するためのプロセス７００の実施形態
を示している。プロセス７００は、送信機または受信機によって実行されてよい。無線通
信システムにおける送信のためのリソース割り当てが決定される（ブロック７１２）。リ
ソースの異なる割り当てのためには、パイロットの異なる配置が使用される。次いで、送
信のためのパイロットの配置がリソースの割り当てに基づいて決定される（ブロック７１
４）。パイロットは、パイロットの配置により決定された時間および周波数位置において
、送信機によって送信（または受信機によって受信）される（ブロック７１６）。
【００６３】
　この割り当ては、１以上の連続するフレームについてのものであってよい。次いで、各
フレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置が、少なくとも一つの先のフレーム
における少なくとも一つのパイロットの配置に基づいて決定されてよい。例えば、現在の
フレームにおける少なくとも一つのパイロットについて使用するための少なくとも一つの
シンボル周期は、先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットについて使用された
少なくとも一つのシンボル周期に基づいて決定されてよい。これらのパイロットは、当該
フレームに亘って均一に、または他の方法で配置されてよい。
【００６４】
　割り当ては、１以上のＨ－ＡＲＱインターレースについてのものであってよい。次いで
、各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイロットの配置が、当該割り
当てにおけるＨ－ＡＲＱインターレースの数、先のＨ－ＡＲＱインターレースにおける少
なくとも一つのパイロットの配置等々に基づいて決定されてよい。
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【００６５】
　このリソースの割り当ては、静的であってよく、また全体の送信のために使用されてよ
い。従って、パイロット配置は静的であってよく、また当該割り当てに基づいてアプリオ
リに知られていてよい。或いは、リソースの割り当ては動的であってよく、送信の間に変
動してもよい。例えば、次のフレームが割り当てられるかどうかは、現在のフレームまで
は知られなくてよい。従って、パイロット配置は動的であってよく、追加のリソースが割
り当てられるときに確認されてよい。
【００６６】
　パイロットの配置は、１以上のパイロットパターンによって決定されてよい。リソース
の異なる割り当てについては、異なるパイロットパターンが使用されてよい。この割り当
てに基づく使用のために、少なくとも一つのパイロットパターンが選択されてよい。該割
り当てが複数の連続するフレームを含んでなるものであれば、各フレームについて使用す
るためのパイロットパターンは、先のフレームについて使用されるパイロットパターンに
基づいて決定されてよい。
【００６７】
　一般に、各パイロットは、１以上のシンボル周期における１以上のサブキャリア上を送
られてよい。該パイロットはＴＤＭパイロットであってよく、各ＴＤＭパイロットは、予
め定められた期間、例えばシンボル周期において、全ての割り当てられたサブキャリア上
を送られる。各ＴＤＭパイロットの配置は、当該割り当てに基づいて決定されてよい。該
パイロットは、ＩＦＤＭＡ、ＬＦＤＭＡ、ＥＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ等々のような種々の多
重化スキームを使用して送られてよい。パイロットおよびデータは、同じかまたは異なる
多重化スキームを使用して送られてよい。
【００６８】
　図８は、設定可能なパイロットをサポートする装置８００の実施形態を示している。装
置８００は、無線通信システムでの送信についてリソースの割り当てを決定するための１
以上のプロセッサ（ブロック８１２）、リソースの割り当てに基づく送信についてのパイ
ロットの配置を決定するための１以上のプロセッサ（ブロック８１４）、並びに当該パイ
ロットの配置により決定され多時間および周波数位置においてパイロットを送信（または
受信）するための１以上のプロセッサを含んでいる。
【００６９】
　図９は、設定可能なパイロットを受信するためのプロセス９００の実施形態を示してい
る。プロセス９００は、受信機によって実行されてよい。現在の送信における少なくとも
一つのパイロットの配置は、少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロ
ットの配置に基づいて決定される（ブロック９１２）。現在の送信および少なくとも一つ
の先の送信において受信されたパイロットを処理して、チャンネル情報を得る（ブロック
９１４）。パイロットの異なる配置は、リソースの異なるリソースの異なる割り当てのた
めに使用されてよい。次いで、現在および先の送信におけるパイロットの配置が、リソー
スの割り当てに基づいて決定されてよい。現在および先の送信は、異なるＨ－ＡＲＱイン
ターレース等々の上で、連続的フレームにおいて受信されてよい。各送信は、Ｈ－ＡＲＱ
インターレース等々の上での一つのフレームにおける送信であってよい。当該チャンネル
情報には、チャンネル周波数応答予測値、チャンネルインパルス応答予測値、受信された
信号品質予測値、干渉予測値、幾つかの他の予測値、またはそれらの組合せが含まれてよ
い。
【００７０】
　図１０は、設定可能なパイロットを受信するための装置１０００の実施形態を示してい
る。装置１０００は、少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの
配置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの配置を決定するため
の１以上のプロセッサ（ブロック１０１２）と、現在の送信および少なくとも一つの先の
送信において受信されたパイロットを処理してチャンネル情報を得るための１以上のプロ
セッサ（ブロック１０１４）とを含んでいる。
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【００７１】
　ここに記載するパイロット送信技術は、種々の手段によって実施されてよい。例えば、
これら技術はハードウエア、ファームウエア、ソフトウエア、またはそれらの組合せにお
いて実施されてよい。ハードウエア実施については、送信機または受信機における処理ユ
ニットが、１以上のアプリケーション特異的集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセ
ッサ（ＤＳＰ）デジタル信号処理装置（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理装置（ＰＬＤ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）プロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子装置、ここに記載した機能を実行するよう
に設計された他の電子ユニット、またはそれらの組合せの中に実装されてよい。
【００７２】
　ファームウエアおよび／またはソフトウエア実装のために、当該技術は、ここに記載さ
れた機能を実施する１以上のプロセッサによって使用され得る命令（例えば処理、機能等
々）用いて実施されてよい。ファームウエアおよび／またはソフトウエアは、メモリー（
例えば図１におけるメモリー１４２または１８２）に保存されてよく、また１以上のプロ
セッサ（例えばプロセッサ１４０または１８０）によって実行されてよい。該メモリーは
、該プロセッサ内または該プロセッサの外に実装されてよい。
【００７３】
　開示された実施形態の上記説明は、当業者が本発明を製造または使用することを可能に
するために提供されるものである。これら実施形態の種々の変更は、当業者には容易に明
らかであり、またここに定義された一般的原理は、本発明の精神または範囲から逸脱する
ことなく、他の実施形態に適用されてよい。従って、本発明はここに示された実施形態に
限定されること意図するものではなく、ここに開示した原理および新規な特徴に一致する
最も広い範囲と調和するものである。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図３Ｃ】



(21) JP 2015-43569 A 2015.3.5

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図６Ａ】
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【図６Ｂ】 【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月16日(2014.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性を得るために、設定可能なパイ
ロットを効率的な方法で送信または受信するための装置であって、
　　a)無線通信システムにおける送信または受信のためにリソースの割り当てを決定し、
および
　　b)リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を選択する
ように構成されている少なくとも一つのプロセッサ、ここで、異なる数のフレームまたは
異なる数のＨ－ＡＲＱインターレースのいずれかに対応するリソースの異なる割り当ての
ために、異なるパイロット配置が使用される、と、
　該少なくとも一つのプロセッサに結合されたメモリーと、
を備え、
　前記リソースの割り当ては、少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインターレースについてのも
のであるとともに、少なくとも一つのフレームを含んでおり、
　各フレームは予め定められた持続時間にわたっており、
　前記少なくとも一つのプロセッサは、先行するインターレースにおける前記リソースの
割り当てまたは前記パイロットの配置におけるＨ－ＡＲＱインターレースの数に基づいて
、前記少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインターレースの各々における少なくとも一つのパイ
ロットの配置を決定するように構成されている、装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、少なくとも一つ
の以前のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置に基づいて、各フレームに
おける少なくとも一つのパイロットの配置を決定することによって選択するように構成さ
れる装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、少なくとも一つ
の以前のフレームにおける少なくとも一つのパイロットについて使用された少なくとも一
つのシンボル周期に基づいて、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットについて
使用するための少なくとも一つのシンボル周期を決定するように構成される装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置であって、前記パイロットは、前記少なくとも一つのフレームに
わたって均一に配置される装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置であって、前記各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける前記少なく
とも一つのパイロットの配置は、前記割り当てにおけるＨ－ＡＲＱインターレースの数に
基づいて決定される装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置であって、前記各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける前記少なく
とも一つのパイロットの配置は、先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも
一つのパイロットの配置に基づいて決定される装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の装置であって、異なるパイロットパターンはリソースの異なる割り当
てに関連しており、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
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　前記リソースの割り当てに基づいて前記パイロットについて使用するための少なくとも
一つのパイロットパターンを決定するように構成される装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　以前のフレームについてのパイロットパターンに基づいて、各フレームについて使用す
るためのパイロットパターンを決定するように構成される装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロッ
トを含んでなり、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記リソースの割り当てに基づいて前記ＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するよう
に構成される装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記パイロットの配置により決定された時間および周波数位置において、前記パイロッ
トを送るように構成される装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記パイロットの配置により決定された時間および周波数位置から前記パイロットを受
信するように構成される装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の装置であって、前記パイロットは、インターリーブ周波数分割多重ア
クセス（ＩＦＤＭＡ）を使用して送られる装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の装置であって、前記パイロットは、単一キャリア周波数分割多重アク
セス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用して
送られる装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の装置であって、前記リソースの割り当てが静的であり、全体の送信の
ために使用される装置。
【請求項１５】
　請求項１に記載の装置であって、前記リソースの割り当てが動的であり、前記送信の間
に変化し得る装置。
【請求項１６】
　パイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性を得るために、設定可能なパイ
ロットを効率的な方法で送信または受信するための方法であって、
　異なる数のフレーム、または異なる数のＨ－ＡＲＱインターレースのいずれかに対応す
るリソースの割り当てを決定すること、ここにおいて、前記リソースの割り当ては、少な
くとも一つのＨ－ＡＲＱインターレースを具備する、と、
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を選択することと、
　を含んでなる方法であって、
　前記異なる数のフレームまたは前記異なる数のＨ－ＡＲＱインターレースのいずれかに
対応するリソースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用され、
　前記選択することは、先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパ
イロットの配置に基づいて、各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイ
ロットの配置を決定することを具備する、方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の方法であって、前記割り当ては少なくとも一つのフレームを含んで
なり、前記選択することは、
　少なくとも一つの以前のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置に基づい
て、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定することを含んでなる
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方法。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の方法であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロ
ットを含んでなり、また前記選択することは、
　前記リソースの割り当てに基づいて、前記ＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するこ
とを含んでなる方法。
【請求項１９】
　請求項１６に記載の方法であって、前記パイロットは、単一キャリア周波数分割多重ア
クセス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用し
て送られる方法。
【請求項２０】
　パイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性を得るために、設定可能なパイ
ロットを効率的な方法で送信または受信するための装置であって、
　無線通信システムにおける送信または受信のためにリソースの割り当てを決定するため
の手段と、
　前記リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を選択するための手段、ここで、前
記リソースの割り当ては、少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインターレースについてのもので
あり、前記選択するための手段は、先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおける少なくと
も一つのパイロットの配置を決定する手段を具備する、と、
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を決定するための手段、ここで、異な
る数のフレーム、または異なる数のＨ－ＡＲＱインターレースのいずれかに対応するリソ
ースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用される、と、
を具備する、装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の装置であって、前記割り当ては、少なくとも一つのフレームを含ん
でなり、また前記選択するための手段は、
　少なくとも一つの以前のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置に基づい
て、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定するための手段を含ん
でなる装置。
【請求項２２】
　請求項２０に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロ
ットを含んでなり、また前記選択するための手段は、
　前記リソースの割り当てに基づいて、前記ＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するた
めの手段を含んでなる装置。
【請求項２３】
　請求項２０に記載の装置であって、前記パイロットは単一キャリア周波数分割多重アク
セス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用して
送られる装置。
【請求項２４】
　少なくとも一つの以前の送信または受信における少なくとも一つのパイロットの少なく
とも一つの位置に基づいて、現在の送信または受信における少なくとも一つのパイロット
の少なくとも一つの位置を決定するように；また、
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの以前の送信において
受信されたパイロットを処理するように構成されたプロセッサと； 
　前記少なくとも一つのプロセッサに結合されたメモリーと、
を備え、
　少なくとも一つのプロセッサは、多重Ｈ－ＡＲＱインターレース上の前記現在の送信お
よび前記少なくとも一つの以前の送信を受信するように構成されており、
　前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロットを含んでなり、
　また前記少なくとも一つのプロセッサは、前記少なくとも一つの以前の送信または受信
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における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置に基づいて、前記現
在の送信または受信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置
を決定するように構成されており、
　前記少なくとも一つのプロセッサは、連続するフレームにおける前記現在の送信または
受信、および前記少なくとも一つの以前の送信または受信を、送信または受信するように
構成される、装置。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の装置であって、前記チャンネル情報が、チャンネル周波数応答推定
値、チャンネルインパルス応答推定値、受信された信号品質推定値、干渉推定値、または
それらの組合せを含んでなる装置。
【請求項２６】
　パイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性を得るために、設定可能なパイ
ロットを効率的な方法で送信または受信するための方法であって、
　予め、リソースの割り当ての特定のパイロットパターンとの関連付けを送信機と受信機
に提供することと、
　異なる数のフレーム、または異なる数のＨ－ＡＲＱインターレースのいずれかに対応す
るリソースの割り当てを決定することと、
　前記決定されたリソースの割り当てを運ぶために前記送信機と前記受信機との間でシグ
ナリングすることと、
　現在の送信または受信のために前記運ばれたリソースの割り当てに基づいて、関連づけ
られた特定のパイロットパターンを決定することと；
　連続するフレームにおける現在の送信および少なくとも一つの以前の送信を受信するこ
とと、
　チャンネル情報を得るために、前記現在の送信および前記少なくとも一つの以前の送信
において受信されたパイロットを処理することと、
を含んでなる方法であって、
　前記関連づけられた特定のパイロットパターンは、時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロッ
トを含んでなり、
　また前記現在の送信または受信のために前記関連づけられた特定のパイロットパターン
を前記決定することは、少なくとも一つの以前の送信または受信における少なくとも一つ
のＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置に基づいて、前記現在の送信または受信にお
ける少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置を決定することを含んで
なる、方法。
【請求項２７】
　パイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性を得るために、設定可能なパイ
ロットを効率的な方法で送信または受信するための装置であって、
　予め、リソースの割り当ての特定のパイロットパターンとの関連付けを送信機と受信機
に提供するための手段と、
　異なる数のフレーム、または異なる数のＨ－ＡＲＱインターレース、のいずれかに対応
するリソースの割り当てを決定するための手段と、
　前記決定されたリソースの割り当てを運ぶために前記送信機と前記受信機との間でシグ
ナリングするための手段と、
　少なくとも一つの以前の送信または受信における少なくとも一つのパイロットの少なく
とも一つの位置に基づいて、現在の送信または受信における少なくとも一つのパイロット
の配置を決定するための手段と、
　現在の送信または受信のために前記運ばれたリソースの割り当てに基づいて、関連づけ
られた特定のパイロットパターンを決定するための手段と、
　連続するフレームにおける前記現在の送信および前記少なくとも一つの以前の送信にお
いて、少なくとも一つの時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロットを受信するための手段と、
　チャンネル情報を得るために、前記現在の送信および前記少なくとも一つの以前の送信
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において受信された前記ＴＤＭパイロットを処理するための手段と、
を具備してなる装置であって、
　前記関連づけられた特定のパイロットパターンは、前記ＴＤＭパイロットを含んでなる
、装置。
【請求項２８】
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されることができる命令を含む非一時的プロ
セッサ読み取り可能な記憶媒体であって、前記命令は、
　予め、リソースの割り当ての特定のパイロットパターンとの関連付けを送信機と受信機
に提供するための命令と、
　異なる数のフレーム、または異なる数のＨ－ＡＲＱインターレース、のいずれかに対応
するリソースの割り当てを決定するための命令と、
　前記決定されたリソースの割り当てを運ぶために前記送信機と前記受信機との間でシグ
ナリングするための命令と、
　パイロットオーバーヘッドを減少させながら良好な特性を得るために、設定可能なパイ
ロットを効率的な方法で送信または受信するために、前記運ばれたリソースの割り当てに
基づいて送信のための関連づけられた特定のパイロットパターンを決定するための命令、
ここで、前記関連づけられた特定のパイロットパターンは、時間分割多重化（ＴＤＭ）パ
イロットを含んでなる、と、
　連続するフレームにおける現在の送信および少なくとも一つの以前の送信における少な
くとも一つのＴＤＭパイロットを受信するための命令と、
　チャンネル情報を得るために、前記現在の送信および前記少なくとも一つの以前の送信
において受信された前記ＴＤＭパイロットを処理するための命令と、
を備え、
　前記少なくとも一つのプロセッサは、少なくとも一つの以前の送信または受信における
少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置に基づいて、現在の送信また
は受信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置を決定するよ
うに構成されている、記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　開示された実施形態の上記説明は、当業者が本発明を製造または使用することを可能に
するために提供されるものである。これら実施形態の種々の変更は、当業者には容易に明
らかであり、またここに定義された一般的原理は、本発明の精神または範囲から逸脱する
ことなく、他の実施形態に適用されてよい。従って、本発明はここに示された実施形態に
限定されること意図するものではなく、ここに開示した原理および新規な特徴に一致する
最も広い範囲と調和するものである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　少なくとも一つのプロセッサと、該少なくとも一つのプロセッサに結合されたメモリー
とを具備した装置であって、前記プロセッサは、
　無線通信システムにおける送信のためにリソースの割り当てを決定するように構成され
、
　またリソースの割り当てに基づいてパイロットを選択し、ここでは、リソースの異なる
割り当てのために異なるパイロット配置が使用されるように構成される装置。
［Ｃ２］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記割り当ては少なくとも一つのフレームを含んでなり、
各フレームは予め定められた持続時間に亘っている装置。
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［Ｃ３］
　Ｃ２に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、もしあれば少なくと
も一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置に基づいて、各フレー
ムにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定することによって選択するように構
成される装置。
［Ｃ４］
　Ｃ２に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、もしあれば少なくと
も一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットについて使用された少なくと
も一つのシンボル周期に基づいて、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットにつ
いて使用するための少なくとも一つのシンボル周期を決定するように構成される装置。
［Ｃ５］
　Ｃ２に記載の装置であって、前記パイロットは、前記少なくとも一つのフレームに亘っ
て均一に配置される装置。
［Ｃ６］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記割り当ては、少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインターレ
ースについてのものであり、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインターレースの各々における少なくとも一つのパイ
ロットの配置を決定するように構成される装置。
［Ｃ７］
　Ｃ６に記載の装置であって、前記各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける前記少なくとも
一つのパイロットの配置は、前記割り当てにおけるＨ－ＡＲＱインターレースの数に基づ
いて決定される装置。
［Ｃ８］
　Ｃ６に記載の装置であって、前記各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける前記少なくとも
一つのパイロットの配置は、もしあれば先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおける少な
くとも一つのパイロットの配置に基づいて決定される装置。
［Ｃ９］
　Ｃ１に記載の装置であって、異なるパイロットパターンはリソースの異なる割り当てに
関連しており、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記リソースの割り当てに基づいてパイロットについて使用するための少なくとも一つ
のパイロットパターンを決定するように構成される装置。
［Ｃ１０］
　Ｃ２に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　もしあれば先のフレームについてのパイロットパターンに基づいて、各フレームについ
て使用するためのパイロットパターンを決定するように構成される装置。
［Ｃ１１］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロットを
含んでなり、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　リソースの割り当てに基づいてＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するように構成さ
れる装置。
［Ｃ１２］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記パイロットの配置により決定された時間および周波数位置において、前記パイロッ
トを送るように構成される装置。
［Ｃ１３］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記パイロットの配置により決定された時間および周波数位置から前記パイロットを受
信するように構成される装置。
［Ｃ１４］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記パイロットは、インターリーブ周波数分割多重アクセ
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ス（ＩＦＤＭＡ）を使用して送られる装置。
［Ｃ１５］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記パイロットは、単一キャリア周波数分割多重アクセス
（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用して送ら
れる装置。
［Ｃ１６］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記リソースの割り当てが静的であり、全体の送信のため
に使用される装置。
［Ｃ１７］
　Ｃ１に記載の装置であって、前記リソースの割り当てが動的であり、送信の間に変化し
得る装置。
［Ｃ１８］
　無線通信システムにおける送信のためのリソースの割り当てを決定することと；
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を選択することを含んでなる方法であ
って、
　リソースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用される方法。
［Ｃ１９］
　Ｃ１８に記載の方法であって、前記割り当ては少なくとも一つのフレームを含んでなり
、前記選択することは、
　もしあれば少なくとも一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置
に基づいて、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定することを含
んでなる方法。
［Ｃ２０］
　Ｃ１８に記載の方法であって、前記割り当ては少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインターレ
ースを含んでなり、また前記選択することは、
　もしあれば先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおけるにおける少なくとも一つのパイ
ロットの配置に基づいて、各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイロ
ットの配置を決定することを含んでなる方法。
［Ｃ２１］
　Ｃ１８に記載の方法であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロット
を含んでなり、また前記選択することは、
　前記リソースの割り当てに基づいて、前記ＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するこ
とを含んでなる方法。
［Ｃ２２］
　Ｃ１８に記載の装置であって、前記パイロットは、単一キャリア周波数分割多重アクセ
ス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用して送
られる方法。
［Ｃ２３］
　無線通信システムにおける送信のためにリソースの割り当てを決定するための手段と；
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を決定するための手段であって、リソ
ースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用される手段とを具備してな
る装置。
［Ｃ２４］
　Ｃ２３に記載の装置であって、前記割り当ては、少なくとも一つのフレームを含んでな
り、また前記選択するための手段は、
　もしあれば少なくとも一つの先のフレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置
に基づいて、各フレームにおける少なくとも一つのパイロットの配置を決定するための手
段を含んでなる装置。
［Ｃ２５］
　Ｃ２３に記載の装置であって、前記割り当ては、少なくとも一つのＨ－ＡＲＱインター
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レースを含んでなり、また前記選択するための手段は、
　もしあれば先行するＨ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイロットの
配置に基づいて、各Ｈ－ＡＲＱインターレースにおける少なくとも一つのパイロットの配
置を決定するための手段を含んでなる装置。
［Ｃ２６］
　Ｃ２３に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロット
を含んでなり、また前記選択するための手段は、
　リソースの割り当てに基づいて、ＴＤＭパイロットの各々の配置を決定するための手段
を含んでなる装置。
［Ｃ２７］
　Ｃ２３に記載の装置であって、前記パイロットは単一キャリア周波数分割多重アクセス
（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭＡ）を使用して送ら
れる装置。
［Ｃ２８］
　プロセッサが読み取り可能な媒体であって、１以上のプロセッサによって実行され得る
命令をその上に含んでおり、該命令は、
　無線通信における送信のためのリソースの割り当てを決定するための命令と；
　該リソースの割り当てに基づいてパイロット配置を選択するための命令であって、リソ
ースの異なる割り当てについては異なるパイロット配置が使用される命令とを含んでなる
媒体。
［Ｃ２９］
　少なくとも一つのプロセッサであって、該プロセッサは、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位置
を決定するように；また、
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理するように構成されたプロセッサと；
　前記少なくとも一つのプロセッサに結合されたメモリーとを具備してなる装置。
［Ｃ３０］
　Ｃ２９に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロット
を含んでなり、また前記少なくとも一つのプロセッサは、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一
つの位置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくと
も一つの位置を決定するように構成される装置。
［Ｃ３１］
　Ｃ２９に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　連続するフレームにおける現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信するよう
に構成される装置。
［Ｃ３２］
　Ｃ２９に記載の装置であって、前記少なくとも一つのプロセッサは、
　多重Ｈ－ＡＲＱインターレース上の現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信
するように構成される装置。
［Ｃ３３］
　Ｃ２９に記載の装置であって、前記チャンネル情報が、チャンネル周波数応答推定値、
チャンネルインパルス応答推定値、受信された信号品質推定値、干渉推定値、またはそれ
らの組合せを含んでなる装置。
［Ｃ３４］
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位置
を決定することと；
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　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理することとを含んでなる方法。
［Ｃ３５］
　Ｃ３４に記載の方法であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロット
を含んでなり、また前記現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一
つの位置を決定することは、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの配置に基づい
て、現在の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一つの位置を決
定することを含んでなる方法。
［Ｃ３６］
　Ｃ３４に記載の方法であって、更に、
　連続するフレームにおける現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信すること
を含んでなる方法。
［Ｃ３７］
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの配置を決定するための
手段と；
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理するための手段とを具備してなる装置。
［Ｃ３８］
　Ｃ３７に記載の装置であって、前記パイロットは時間分割多重化（ＴＤＭ）パイロット
を含んでなり、また前記現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一
つの位置を決定するための手段は、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくとも一
つの位置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのＴＤＭパイロットの少なくと
も一つの位置を決定するための手段を含んでなる装置。
［Ｃ３９］
　Ｃ３７に記載の装置であって：更に、
　連続するフレームにおいて現在の送信および少なくとも一つの先の送信を受信するため
の手段を含んでなる装置。
［Ｃ４０］
　プロセッサが読み取り可能な媒体であって、１以上のプロセッサによって実行され得る
命令をその上に含んでおり、該命令は、
　少なくとも一つの先の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位
置に基づいて、現在の送信における少なくとも一つのパイロットの少なくとも一つの位置
を決定するための命令と；
　チャンネル情報を得るために、現在の送信および少なくとも一つの先の送信において受
信されたパイロットを処理するための命令とを含んでなる媒体。
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